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1819

通
行
人
の
安
全
の
た
め
に
！

倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
費
用
を
助
成
し
ま
す

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の

❶
市
内
に
あ
る
❷
個
人
が
所
有
❸
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
な
ど
の
組
積
造
）

で
地
震
な
ど
に
よ
り
倒
壊
の
お
そ
れ

が
あ
る
❹
道
路
に
面
し
、
道
路
面
か

ら
の
高
さ
が
80
㎝
以
上
❺
撤
去
が
本

市
に
本
店
ま
た
は
支
店
を
置
く
施
工

者
に
よ
る
工
事
で
あ
る

補
助
対
象
工
事
／
①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
全
部
を
取
り
壊
し
撤
去
す
る
も

の
②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
一
部
を
撤

去
し
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
も
の

助
成
金
額
／
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
５

千
円
ま
た
は
工
事
費
の
２
分
の
１
の

う
ち
少
な
い
額
（
限
度
額
10
万
円
）

募
集
件
数
／
30
件
程
度

受
付
期
間
／
12
月
11
日
㈮
ま
で
に
、本

庁
、各
支
所
備
え
付
け
の
申
請
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、必
要
書
類
を

添
え
て
開
発
建
築
指
導
課
へ
持
参
で

問
開
発
建
築
指
導
課
☎
525
︱
３
７
６
４

暮
ら
し

祝
日
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

内
11
月
３
日
㈷
文
化
の
日
、
11
月
23

日
㈷
勤
労
感
謝
の
日
が
収
集
日
に
当

た
っ
て
い
る
地
区
の
可
燃
ご
み
、
資

源
物
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

は
収
集
し
ま
す
。

問
ご
み
減
量
推
進
課

☎
525
︱
３
７
４
４

空
き
家
の
無
料
相
談
会 

無
料

時
11
月
22
日
㈰　
受
け
付
け
：
午
前

10
時
〜
午
後
１
時　
場
コ
ラ
ッ
セ
ふ

く
し
ま　
内
相
続
・
登
記
、
売
買
・

賃
借
、
解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
、
除
草
、

資
金
な
ど
の
無
料
相
談　
講
法
務
、

不
動
産
、
建
築
、
金
融
、
行
政
な
ど

の
専
門
家　
定
14
人
（
先
着
順
）

持
お
持
ち
の
方
は
建
物
の
写
真
、登
記

簿
な
ど　
申
電
話
で（
完
全
予
約
制
）

※
必
ず
事
前
予
約
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
住
宅
政
策
課
☎
573
︱
２
７
５
１

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
全
館

休
館
の
お
知
ら
せ

休
館
日
／
11
月
23
日
㈷
※
館
内
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め

問
（
一
社
）
県
商
工
会
館

☎
525
︱
３
９
１
０

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
開
設 

無
料

時
11
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　
場
ア
オ
ウ
ゼ　
内
い
じ
め
や
虐

待
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
他
に

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
紙
芝
居

コ
ー
ナ
ー
あ
り
。
※
事
前
申
し
込
み

不
要
。

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
525
︱
３
７
８
４

ふ
く
し
ま
児
童
公
園
Ｓ
Ｆ

Ｃ
も
も
り
ん
パ
ー
ク
休
園

の
お
知
ら
せ

休
園
期
間
／
12
月
１
日
〜
令
和
３
年

１
月　
内
除
去
土
壌
な
ど
の
搬
出
工

事
の
た
め
、
期
間
中
は
休
園
し
ま
す
。

再
開
日
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
ご

連
絡
下
さ
い
。

問
も
も
り
ん
パ
ー
ク
☎
572
︱
３
５
７
５

小
型
除
雪
機
の
貸
し
出
し 

無
料

時
12
月
上
旬
〜
令
和
３
年
３
月
末　

内
市
道
の
歩
道
や
狭
い
道
路
の
除
雪

作
業
を
町
内
会
や
地
域
団
体
な
ど
が

自
主
的
に
行
う
場
合
、
小
型
除
雪
機

を
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
場
所
／
市
維
持
補
修
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
一
丁
目
）
※
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
載
せ
る
ブ
リ
ッ
ジ
を
一
緒
に
貸
し

出
し
ま
す
の
で
、
借
り
受
け
団
体
で

運
搬
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
あ
ら
か
じ
め
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
道
路
保
全
課
☎
525
︱
３
７
５
４

ユ
ズ
の
出
荷
制
限
に
つ
い
て

内
本
市
で
生
産
さ
れ
た
ユ
ズ
は
、
放

射
性
物
質
の
影
響
で
出
荷
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
個
人
直
売
所
や
ネ
ッ

ト
通
販
を
含
め
た
全
て
で
出
荷
・
販

売
・
譲
渡
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
出
荷
制
限
の
な
い
市
町
村
産
の
ユ

ズ
を
販
売
す
る
場
合
は
、
市
町
村
名

の
表
記
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
北
農
林
事
務
所
☎
521
︱
２
６
０
９

あ
ん
ぽ
柿
（
干
し
柿
）
の

加
工
自
粛
に
つ
い
て

内
本
市
で
は
「
あ
ん
ぽ
柿
（
干
し
柿

を
含
む
）」へ
の
加
工
は
県
か
ら
の
自

粛
要
請
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
現
在

出
荷
・
販
売
・
譲
渡
が
可
能
な
も
の

は
、
放
射
性
物
質
の
全
量
検
査
で
合

格
し
た
製
品
（
県
あ
ん
ぽ
柿
産
地
振

興
協
会
の
シ
ー
ル
添
付
）
の
み
で
す
。

問
県
北
農
林
事
務
所
☎
521
︱
２
６
０
９

農
業
振
興
課
☎
525
︱
７
７
２
０

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受

け
付
け
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た

内
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
住
民
票
な
ど

の
証
明
発
行
手
続
き
や
、
国
民
健
康

保
険
の
喪
失
な
ど
の
手
続
き
の
、
事

前
申
請
や
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

問
市
民
課
☎
525
︱
３
７
３
２

国
保
年
金
課
☎
525
︱
３
７
３
５

水
道
局
の
委
託
業
者
が
伺
い
ま
す

内
給
水
装
置
工
事
が
完
了
し
た
お
宅

の
止
水
栓
や
メ
ー
タ
ー
位
置
な
ど
の

確
認
を
行
い
ま
す
。
水
道
局
で
は
、

次
の
業
務
を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す
。

給
水
図
面
作
成
／
㈱
武
田
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

※
受
注
業
者
は
、
水
道
局
発
行
の
受

注
者
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
給
水
課
☎
535
︱
１
１
２
８

２
０
２
１
年
版
県
民
手
帳

を
販
売
し
て
い
ま
す

内
ご
希
望
の
方
は
、市
役
所
売
店
ま
た

は
各
支
所
窓
口
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

県
民
手
帳
：
１
冊
600
円

県
勢
要
覧
：
１
冊
１
５
０
０
円

問
情
報
政
策
課
☎
525
︱
３
７
７
１

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度

内
災
害
時
要
援
護
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
で
災
害
時
に
支

援
が
必
要
と
な
る
方
を
対
象
に
「
災

害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
」
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
対
象
と

な
ら
れ
た
方
に
は
、
10
月
下
旬
に

「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
書
兼

台
帳
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
登
録

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
記
入
例
を
参
考
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
上
、
11
月
20
日
㈮
ま
で

に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
☎
525
︱
７
６
５
６

リ
コ
ー
ル
情
報
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

内
リ
コ
ー
ル
対
象
製
品
の
未
回
収
・

未
修
理
に
よ
る
重
大
製
品
事
故
が
、

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
発
表
さ

れ
て
い
る
リ
コ
ー
ル
情
報
は
、
左
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
消
費
者
庁
の
リ
コ
ー

ル
情
報
サ
イ
ト
か
ら
確
認
出
来
ま
す
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
522
︱
５
９
９
９

国
保
・
年
金

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
〜
加
入

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
〜

内
加
入
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

次
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

❶
被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。
❷「
葬
祭
費
支
給
申
請
書
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
葬
祭
を
行
っ
た

方
へ
葬
祭
費（
５
万
円
）を
支
給
し
ま

す
。❸
代
表
相
続
人
は「
申
立
・
誓
約

書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
医
療

費
の
返
還
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、指

定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
）。

持
葬
祭
費
／
葬
祭
を
行
っ
た
方
の
預

金
通
帳
、
は
ん
こ
、
葬
祭
を
行
っ
た

方
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
会
葬
礼
状
な
ど
）

申
立
・
誓
約
書
／
申
立
さ
れ
る
方

（
代
表
相
続
人
）の
預
金
通
帳
、
は
ん
こ

問
国
保
年
金
課
☎
525
︱
３
７
２
４

　特に火災の原因となる次のものは、必ずルー
ルを守ってください。

１．スプレー缶・カセットボンベ
　中身を使い切って、風通しの
よい屋外で２カ所以上穴を開け
てから「不燃ごみ」の日に、ご
み集積所へ。
※スプレー缶に中身が残っているものや未使
用で使わないものの廃棄については、商品
に表示されているメーカーにお問い合わせ
ください。
※カセットボンベの廃棄について、ご不明
な点があれば、（一社）日本ガス石油機器
工業会「カセットボンベお客様センター」
　（☎0120−14−9996）へお問い合わせく
ださい。

２．ライター
　中身を使い切ってから「不燃ごみ」の日に
ごみ集積所へ。ガスが残っている場合は、ガ
スを抜いてから出してください。
＜不要なガスの抜き方＞

３．石油ストーブ・ファンヒーター
　灯油を抜いて電池を外して「不燃ごみ」の
日に、ごみ集積所へ（一辺の長さが60cm以
上のものは粗大ごみです）。

４．乾電池
　家電品から取り外して「不燃ごみ」の日に、
ごみ集積所へ。

５．リチウムイオン電池
　電器店やホームセンターなどに設置してあ
る小型充電式電池リサイクルBOX缶へ。

問ごみ減量推進課　☎525−3744

ごみの収集運搬、処理時の
火災事故防止のために

　８月28日付けで総務省消防庁より
「住宅用火災警報器」の設置率などの
調査結果（令和２年７月１日時点）が
下表のとおり公表されました。

【住宅用火災警報器の設置率などの調査結果】
令和２年７月１日時点

福島市 設　置　率 79％
条例適合率※ 62％

福島県

設　置　率
79.3％

（都道府県ごとの
順位32位）

条例適合率
58.2％

（都道府県ごとの
順位41位）

全　国 設　置　率 82.6％
条例適合率 68.3％

最寄りの消防署所に「住宅用火災警報
器なんでも相談窓口」を開設していま
すのでご利用ください。
※条例適合率：市町村の火災予防条例で、設置
が義務付けられている住宅の部分全てに設
置されている世帯の、全世帯に占める割合。
問予防課　☎534−9103

住宅用火災警報器を
設置しましょう


